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曽根処理分区公共下水道工事
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図　面　名

縮　　尺
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※この図面はＡ２サイズを原寸とする。
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

横断面図(1)

平成29年度　下建公補第25号
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

横断面図(2)

平成29年度　下建公補第25号
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断面図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

M43-3-1 発進到達立坑 構造図
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曽根処理分区公共下水道工事
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工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

M43-3-2 両発進立坑 構造図
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M43-3-1 発進到達立坑 薬液注入工　詳細図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

M43-3-1 発進到達立坑 薬液注入工　詳細図

平成29年度　下建公補第25号
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※交差部改良面積　A=0.69㎡
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M43-3-2 両発進立坑 薬液注入工　詳細図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

M43-3-2 両発進立坑 薬液注入工　詳細図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

M406-2-1到達既設マンホール薬液注入工 詳細図

平成29年度　下建公補第25号
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M406-2-1 到達既設マンホール 薬液注入工 詳細図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

M43-3-3到達既設マンホール薬液注入工 詳細図

平成29年度　下建公補第25号
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M43-3-3 到達既設マンホール 薬液注入工 詳細図

VPφ150

43-3

Ｎ値

0 10 20 30 40 50

1

2

0

5

20

18

29

42

44

Br.
A

TP+
14.

54
m

dep
=1
0.5

0m

WL 1.54

0.60

2.80

4.00

4.35

盛土

砂質

シルト

砂質

シルト

粘土

砂礫

VUφ150

43-1

VUφ150

43-2

既設

既設
M43-3-3

既設マンホール(1号)到達

VUφ150

43-1

既設

VUφ150

43-2

既設

VPφ150

43-3

▽ 11.507

φ90075 75

φ1050

平面図

2000

3045

525

1
0
0
0

1
0
0
02
1
6
5

1
6
5 A A

B

B

WL13.00

▽ 14.76

▽ 10.498

1
0
0
0

1
6
5

1
5
0
0

1
5
9
7

2
6
6
5

4
2
6
2

2000

2525

525
1000 1000

2165

165

WL 13.00

▽ 14.76

▽ 10.498

1
0
0
0

1
6
5

1
5
0
0

1
5
9
7

2
6
6
5

4
2
6
2

A - A B - B

2
2
9
3

3
7
2

2
2
9
3

3
7
2

14

▽ 13.163 ▽ 13.163



 M43-3-1 組立1号マンホール　構造図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図面名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

 M43-3-1 組立1号マンホール　構造図

平成29年度　下建公補第25号
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 M43-3-2 組立1号マンホール　構造図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

 M43-3-2 組立1号マンホール　構造図
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

M406-2-1 既設組立3号マンホール構造図
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舗 装 復 旧 工

本復旧仮復旧

表層工(再生密粒度As TOP13)
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津市安濃町曽根　地内

曽根処理分区公共下水道工事

津市下水道局下水道建設課

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

舗 装 復 旧 工

平成29年度　下建公補第25号
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